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耳鼻咽喉科領域感染症におけるS-1108の 臨床評価
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耳 鼻咽 喉科領 域感 染症 患者23例 にS-1108を 使 用 し本剤 の有 効性 およ び安 全性 につ いて検

討 した。投与方 法 は1日300mg,450mg,ま たは600mgを1日3回 に分け,3～7日 間経

口投与 した。臨床 効果 は著 効11例,有 効4例,や や 有効1例,無 効3例,判 定不能4例 で有

効率 は78.9%で あ った。細 菌学 的効 果は89。5%で あ った。 副作用 は嘔 気 と胃部不快 感が 各々

1例 に み られ た。 臨床 検 査値 異常 の変 動 にっ いて は軽度 のS-GOTお よ びSGPT上 昇 が1

例,S-GPTの みの上 昇が1例,CK上 昇が1例 にみ られたが,い ず れ も一 過性で あ った。
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S-1108は,塩 野 義製薬 株式 会社 研究 所で 新 しく開

発 された エス テル型経 ロセ フェム系抗生 物質で あ る。

本剤 は,経 口投 与 後 主 に小 腸上 部 か ら吸 収 され る

が,そ の際腸 管壁 のエ ステラ ーゼに より加水分解 を う

け,体 内に抗菌活性 を もっS-1006と して存在す る1)。

S-1006は,グ ラム陽性 菌,陰 性 菌 に広範 囲な抗 菌

スペ ク トルを有 し,特 にグラム 陽性 菌の なかで もブ ド

ウ球菌 に対す る抗菌 力 は,従 来 の各種 セフ ェム剤 に比

し優 れて いる。

本剤 は経 口投与 によ り有効 血中 濃度が 得 られ,そ の

半 減期 は約1時 間で,尿 中 回収率 は投 与後24時 間 ま

で にS-1006と して 約40%排 泄 され る2)。

今 回,我 々 は本剤 を耳鼻咽 喉科領 域感 染症 に使 用す

る機 会を得 たので,そ の結果 につ いて報告 す る。

対 象 は大 分医科 大学耳鼻咽 喉科 および その関連 施設

を受 診 した症 例 の うち,患 者の 了解 が得 られ た16歳

か ら71歳 までの 男性8例,女 性15例 の 計23例 であ

る。

その 疾患 の 内 訳 は,急 性 咽頭 炎1例,急 性 扁桃 炎

10例,慢 性 中 耳 炎 の 急性 増 悪7例,副 鼻 腔 炎4例

(急性1例,慢 性1例,急 性増 悪2例),外 耳炎1例 で

あ る。

本剤 の投 与 量 ・投与方 法 は1日300mg,450mg,

また は600mgを1日3回 に分 け食後 経 口投 与 し,投

与期 間は,1例 に副 作用 のた め3日 間投与で中止 した

以外 は,す べて7日 間投与 で あった。

臨床 効果 は 自覚症 状 と他 覚症状 の改善度 によ り,著

効 有 効,や や有効,無 効 の4段 階および判定不能に

判定 した。

細菌 学的効 果 は分 離菌 の消長 によ り消失,減 少,菌

交代,不 変,不 明で 判定 した。

なお,耳 漏,鼻 漏 お よび膿苔,膿 栓な どが投与後消

失 し,検 体 の 採取 が で きな い症 例 は菌消 失 と判定 し

た。

各症 例の概 要 はTable 1に 示 す如 くであ る。

総 症例23例 の 臨床効 果 は,Table 2に 示 すよ うに

著効11例,有 効4例,や や有 効1例,無 効3例,判

定不 能4例 で有 効 率 は78.9%で あ った。判定不 能の

内訳 は,鎮 痛 剤併用1例,他 抗生剤 併用1例 および投

与前Candida sp.検 出2例 であ る。

疾患 別臨床 効果 にっ いてみ ると,急 性咽頭 炎1例 は

判定 不 能,急 性 扁桃 炎10例 は著効7例,有 効1例,

やや有 効1例,判 定不能1例 で 有効以上 の ものは9例

中8例 で あ った。慢 性中 耳炎 の急性増 悪7例 は著効3

例,無 効2例,判 定不能2例 で,副 鼻 腔炎4例 は有効

3例,無 効1例 で あ っ た。 外 耳 炎1例 は著 効であ っ

た。全 体 と して有 効率 は78.9%で あった。

細菌 学的 効果 をTable 3に 示す 。

*〒879 -55大 分 県大分 郡挟間 町医大 ケ丘1-1
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Table 1. Clinical summary of treatment with S-1108

NF: normal flora
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Table 2. Clinical effects of S-1108

Table 3. Bacteriological effects of S-1108

耳 鼻 科 領 域 で 比 較 的 よ く検 出 され る菌 に つ いて み る と

Staphylococcus aureus 6株 中 菌消 失4株 不 変1株,

不 明1株 で 消 失 率 は80.0%で あ った。Staphylococcus

epidermidis 2株,Streptococcus pyo8enes 1株,

β-streptococcus 1株,Klebsiella pneumoniae 1

株 は 共 に 菌 の 消 失 を 見 た 。 し か し,Pseudomonas

aeru8inosa 1株 は不 変 で あ った 。

全 体 の 細 菌 学 的 効 果 は22株 中 菌 消 失17株 不 変2

株 不 明3株 の 菌 消 失 率 は89.5%で あ っ た 。

副 作 用 は 嘔 気1例,胃 部 不 快 感1例 の 計2例 に み ら

れ,嘔 気の症 例 は投 与中止 に よ り軽 快 し,胃 部不快感

の症例 は継 続投与 し投与終 了時 には消失 した。

臨床 検査 値 異常 変動 にっ いて は,23例 全 例にっい

て 検 討 を 行 い,そ の結 果,S-GOT・S-GPT上 昇,

S-GPT上 昇,CK上 昇 の各1例 にみ られ たが いずれ

も一過 性 であ った。

耳鼻 咽喉科 領域 の感染 症の原 因菌 と して グラム陽性

菌 で はS. aureus, S. pneumoniae,グ ラム陰性菌

で はHaemophilus influenzae, K. pnemzoniae,

Branhamella catarrhalis, P. aeruginosaな どが
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主要菌種で あ る。

本剤 は メチ シ リン耐 性 黄 色 ブ ドウ球 菌(MRSA)

やP. aeruginosaを 除 くグラ ム陽性 菌 お よ び陰性 菌

に優れた抗 菌力 を有 して い る。

今回,本 剤 の研 究 にお いて全体 の 臨床効 果お よび細

菌学的効 果に優 れ た 成績 が 得 られ た こ とは本 剤 のin

ひitroの成績 を反 映 した もの と思 わ れ る。 一 方,安 全

性においては嘔気,胃 部不 快感 の軽度 の 胃腸 症状2例

と臨床検査値の異 常変 動 は,ト ラ ンスア ミナ ーゼの上

昇2例,CKの 上 昇1例 の計3例 にみ られ たが いずれ

も一過性であ った。

以上の結果 よ り,本 剤 は耳鼻 咽喉科 領域感 染症 に対

して 有 用 な 薬 剤 と 考 え られ た 。
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Clinical efficacy of S-1108 in otorhinolaryngological infections
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We evaluated the clinical efficacy of S-1108 in 23 patients with otorhinolaryngological
infections.

S-1108 was administered orally in a daily dose of 300 mg, 450 mg or 600 mg for 3-7

days.
The clinical efficacy rate was 78, 9%, and the bacteriological efficacy rate was 89. 5%.
Side effects were noted in 2 patient, 1 each with nausea and stomach discomfort.

Laboratory findings showed slight transient elevations of both transaminase and creatine
kinase in one patient, and each of these items was also slightly altered in each of two
other patients.


